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　第５回臨時会が８月９日に開催されました。医療従事者の４回目のワクチン接種に関る経費や、道路の維
持補修費、防災行政無線の修理費などを盛り込んだ令和４年度一般会計補正予算（第５号）、第三セクターの
経営悪化に伴う４社の新設合併会社「株式会社おもてなしせんぼく」が９月１日に設立されることに伴い、
これまで、第三セクター 4社に指定していた公の施設の指定管理者をすべて「株式会社おもてなしせんぼく」
に指定を変更するなど、報告関係１件、予算関係１件、その他１件、指定管理者関係６件の計９件が審議さ
れました。
　田口知明市長の市政報告では、７月中旬以降、全国的に変異株「BA-5」と見られる感染が急速に拡大し、
仙北市内の一日の感染者が 50 人に迫る日もあり、７月 11 日から 23 日までの一日の平均が 23 人になってい
ることから、市民の皆さまに対しこれまで以上に警戒感を強め、基本的な感染防止対策を徹底することのお
願いがありました。市長自身が７月 23 日に新型コロナウイルスの感染が判明し、心配と迷惑をかけたとし
てお詫びの言葉がありました。

■第 5 回臨時会での主な質疑
◆令和４年度一般会計補正予算 ( 第５号 ) について
質問　医療従事者の４回目のワクチンはモデルナ製か。また、接種会場を増設する計画はないのか伺う。
答弁　モデルナ製である。ファイザー製は当面使用しない。会場はこれまで同様の３会場である。
質問　今回補正のワクチン接種は、59 歳以下の医療従事者と高齢者施設の従事者とのことだが、連日、クラ

スターが発生している保育施設の従事者と学校関係者は含まれていないのか。
答弁　今回の補正予算には含まれていない。今後、オミクロン株対応の新ワクチンによる接種が拡大される

予定であり、保育施設の従事者と学校関係者は新ワクチンでの対応を予定している。
質問　市道補修のための原材料費の内容を伺う。
答弁　市職員が直轄で補修するための簡易舗装材及び砕石等であり、７月までの使用量が対前年で１. ５倍か

ら２倍ほどになっており、今後、不足が予想されるための補正である。

◆除雪ドーザの財産取得について
質問　これまで使用していた除雪車は、下取りに出すのか、廃棄するのか。また、国からの補助金はないのか。
答弁　まだ使用可能であり、予備車として角館地区に保管し運用する。国から２/３の交付金がある。

◆議案第 67 号 クリオンの指定管理者の変更について
賛成討論
　市民に親しまれている温泉施設なので、事業採算性も大事だが、利用者増に繋がる運営を期待して新会社
への指定管理者の指定に賛成する。

■令和４年度一般会計補正予算（第 5 号）の主な事業

新型コロナワクチン
接種事業費 2,920 万円 医療従事者と高齢者施設従事者等の４回目のワクチン接種経費

道路維持補修費 91 万円 市道補修のための原材料費
防災行政無線維持管理費 403 万円 桧木内地区中継局のアンテナ修繕費

第
５
回
臨
時
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◇令和４年度一般会計補正予算(第５号）
◇財産の取得について（除雪ドーザ14t級 １台 19,030,000円）
◇市民浴場「東風の湯」の指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
◇市民バス(中川線・下延八割線)の指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
◇クリオンの指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
◇ハートハーブの指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
◇花葉館の指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
◇西宮家の指定管理者の指定について…㈱おもてなしせんぼく 代表取締役 相原 智仁
■報告事項　専決処分第７号　市道のくぼみでのタイヤ損傷に対する損害賠償金の支払い（4,620円）
※全ての議案が全会一致で可決されました。

令和４年度一般会計補正予算（第５号）
補正額 3,413万1千円を可決　累計208億9,078万4千円に

三セク４社の経営統合(９/１)による指定管理者の変更を全会一致で可決

−第5回臨時会（8/9開催）−
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　第６回定例会が９月１日から９月 30 日までの 30 日間の会期で開催され、冬期間の除排雪費の増額などを
盛り込んだ令和４年度一般会計補正予算 ( 第６号 )、令和３年度決算認定や選挙運動の公営に関する条例改正
案など、報告関係１件、条例関係３件、予算関係５件、決算認定関係 12 件、その他１件、人事関係１件、諮
問関係３件の計 26 件が審議されました。議会初日には、各議案の上程の後に、教育委員会委員１名の人事案
が可決され、人権擁護委員３名の諮問が原案どおり答申されました。その後、本会議、各常任委員会審査を経て、
令和４年度の一般会計補正予算 ( 第６号 ) は、市内小・中学校及び市内公共施設における新型コロナ対策と
して、非接触型の自動水栓の設置費や、コロナ禍によるWEB会議に対応するため、角館庁舎２階の会議室
を仕切る工事費、マイナンバーカードを幅広く活用できるためのシステム改修費や当初予算に計上できなかっ
た冬期間の除排雪費４億 5,738 万円などが可決されました。加えて、選挙運動における選挙カーとポスター
の限度額を改正する条例案や仙北市職員の育児休業等に関する条例を一部改正する条例案も可決されました。
　議会最終日には、追加議案として報告関係２件、予算関係１件が審議され、一般会計補正予算 (第７号 )では、
オミクロン株対応の新ワクチン接種費用や漬物加工設備等を整備する補助金などが可決されました。
　最後に、議員提出議案 ( 第４号 ) として、落合野球場の改修整備に係る工事費の支援を県と国に求める意
見書が審議され、全会一致で可決されました。

オミクロン株対応の新ワクチン接種費用、小・中学校及び公共施設の非接触型自動水栓化や角館庁舎
２階のWEB会議用仕切り設置などの新型コロナ対策費や冬期間の除排雪費の増額などの補正予算を可決

一般会計補正額 5億4,406万3千円を可決　累計214億3,484万7千円に

−第6回（9月）定例会−

■第６回定例会　可決・同意・答申された議案　
◇仙北市議会議員及び仙北市長の選挙における選挙運動の

公営に関する条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例制定について
◇仙北市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法

の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例の一部
を改正する条例制定について

◇令和４年度仙北市一般会計補正予算(第６号)
◇令和４年度仙北市集中管理特別会計補正予算(第１号)
◇令和４年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算(第１

号)
◇令和４年度仙北市田沢財産区特別会計補正予算(第１号)
◇令和４年度仙北市下水道事業会計補正予算(第１号)
◇令和３年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について
◇令和３年度仙北市集中管理特別会計歳入歳出決算認定に

ついて
◇令和３年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について
◇令和３年度仙北市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について
◇令和３年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて
◇令和３年度仙北市生保内財産区特別会計歳入歳出決算認

定について
◇令和３年度仙北市田沢財産区特別会計歳入歳出決算認定

について

◇令和３年度仙北市雲沢財産区特別会計歳入歳出決算認定
について

◇令和３年度仙北市病院事業会計決算認定について
◇令和３年度仙北市温泉事業会計決算認定について
◇令和３年度仙北市水道事業会計利益の処分及び決算認定

について
◇令和３年度仙北市下水道事業会計決算認定について
◇字の区域の変更について
◇仙北市教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて
◇人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

（３人）
◇令和４年度仙北市一般会計補正予算(第７号)
◇落合運動公園野球場の改修整備の財源確保を求める意見

書

落合運動公園の改修内容（予定）

野球場
（本体）

内野及びウォーニングゾーンの排水・舗
装・バックネット等球場施設

野球場
（付帯建築）

洋式トイレ、スコアボード改修

野球場
（付帯工事）

ＬＥＤ電光掲示板（上下分割仕様）
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今冬の除雪費増額補正(４億5,738万円)可決で例年並みの予算確保！！

除
雪
費
の
財
源
と
し
て
取
崩
し
た

財
政
調
整
基
金
は
枯
渇
し
な
い
の
か

質
問　

今
冬
の
除
雪
費
の
主
な
財
源
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
額
が
７
億
円
を
超
え
た
が
、
今
後
の
突
発
的
な
財
源
や
令

和
５
年
度
の
予
算
編
成
を
考
慮
す
る
と
、
大
変
心
細
く
感
じ
る

が
大
丈
夫
か
。

答
弁　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
決
算
時
点

で
約
27
億
円
あ
っ
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
後
の
現
在
額
は
、

約
９
億
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
今
後
、
国
か
ら
の
譲
与
税
や
特

交
税
確
定
後
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
戻
し
や
、
各
事
業
終

了
後
の
執
行
残
額
の
積
み
戻
し
等
が
あ
れ
ば
増
え
る
要
素
は
あ

る
が
、
基
金
現
在
額
を
最
大
限
意
識
し
た
当
初
予
算
編
成
に
努

め
た
い
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て

質
問 

新
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
60
歳
未
満
の
４
回
目
の
接
種

は
全
員
が
対
象
と
な
る
の
か
。
開
始
時
期
は
い
つ
か
ら
か
。

答
弁　

従
来
型
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル
ナ
製
）
の
ワ
ク

チ
ン
を
２
回
以
上
接
種
済
み
の
12
歳
以
上
の
す
べ
て
の
市
民
を

対
象
と
し
て
お
り
、
前
回
の
接
種
日
か
ら
５
箇
月
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク

チ
ン
の
本
格
的
な
接
種
は
、
10
月
８
日
か
ら
来
年
１
月
終
了
を

目
途
に
計
画
し
て
い
る
。

質
問 

従
来
型
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル
ナ
製
）
の
ワ
ク

チ
ン
の
在
庫
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

１
回
目
、
２
回
目
を
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
市
民
用
に

保
管
す
る
。
３
回
目
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
す
べ
て
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
計
画
で
あ
る
。

６
次
産
業
化
経
営
力
強
化
の
漬
物
加
工
所
へ
の

補
助
金
の
対
象
者
は

質
問　

漬
物
加
工
所
の
設
備
整
備
に
対
す
る
補
助
金
の
対
象
者

と
周
知
方
法
を
伺
う
。

答
弁　

今
年
度
中
の
設
備
整
備
を
希
望
し
た
田
沢
地
区
の
２
名

で
あ
る
。
7
／
16
付
の
広
報
誌
で
の
周
知
や
電
話
で
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
30
数
名
に
確
認
し
た
。
令
和
５
年
度
の
設
備
整
備

希
望
者
が
17
名
い
る
。

本
会
議
・
予
算
常
任
委
員
会
で
の

主
な
質
疑

■令和４年度一般会計補正予算(第６号・第７号)の主な事業
本庁舎等維持管理費 618万円 コロナ禍による WEB 会議対応として角館庁舎２階会議室を仕切る工事費

公共施設自動水栓化事業費 1,839万円 市内の公共施設の水道を非接触型の自動水栓にする工事費

小・中学校手洗自動水栓化事業費 1,731万円 市内の小・中学校の手洗い用水道を非接触型の自動水栓にする工事費

社会保障・税番号制度システム整備費 1,081万円 マイナンバーカードの利用拡大のためのシステム整備費
マイナンバーカード申請支援業務委託
事業費 533万円 郵便局でのマイナンバーカード申請業務委託費

認可保育園等管理費 189万円 認可保育園等でのおむつ処理経費及び中川、白岩保育園の施設修繕費

児童遊園地施設維持管理費 27万円 生保内造道児童公園の遊具塗装費 ( すべり台、ブランコ、鉄棒 ) ※回転
遊具は撤去

園芸用燃油高騰緊急支援事業費補助金 183万円 燃油高騰対策のヒートポンプエアコン導入への補助金

冬期交通対策費 4億5,738万円 市道の除排雪費 ( 当初予算が 2,226 万円 )

学校保健特別対策事業費 1,080万円 小・中学校のコロナ対策用品購入費 ( 消毒液、体温計、空気清浄機など )

新型コロナワクチン接種関連事業費 1億2,750万円 オミクロン株対応の新ワクチン接種費用

６次産業化経営力強化事業費補助金 149万円 漬物加工所の設備整備に対する補助金

凡例:賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和４年 第6回 仙北市議会定例会（招集日：令和4年9月1日　最終日：9月30日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

公
明
党

共
産
党

無
会
派

真

崎

寿

浩

青
柳
宗
五
郎

小

林

幸

悦

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

荒
木
田
俊
一

田

口

寿

宜

澤

田

雅

亮

小
田
島
広
仁

西

宮

三

春

中

村

和

彦

議案第７６号 令和４年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 9/30 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第７９号 令和３年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について 9/30 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第８１号 令和３年度仙北市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定について 9/30 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第９２号 仙北市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 9/1 同意 全会一致 議長
代理 全会一致 欠

諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 9/1 可と
決定 全会一致 議長

代理 全会一致 欠

諮問第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 9/1 可と
決定 全会一致 議長

代理 全会一致 欠

諮問第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 9/1 可と
決定 全会一致 議長

代理 全会一致 欠

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより5

7
人
の
提
言

西
長
野
交
流
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て

質
問　

西
長
野
交
流
セ
ン
タ
ー
は

災
害
時
の
避
難
所
や
選
挙
の
投
票

所
等
と
し
て
利
用
さ
れ
、
体
育
館

は
、
多
く
の
方
が
毎
日
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
る
。
屋
根
の
状
況
が

非
常
に
悪
く
、
塗
装
に
つ
い
て
は

予
算
化
で
き
ず
、
こ
の
ま
ま
だ
と

屋
根
の
劣
化
だ
け
で
な
く
、
雨
漏

り
に
よ
る
天
井
、
壁
、
床
が
傷
み
、

荒
廃
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
、
屋

根
の
工
事
を
実
施
し
た
場
合
の
工

事
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
個
別
施
設
計
画

で
、
方
針
と
し
て
は
部
分
廃
止
、

今
後
10
年
後
を
目
途
に
体
育
館
存

続
と
譲
渡
の
可
能
性
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度

に
総
合
計
画
、
総
合
管
理
計
画
の

見
直
し
を
予
定
し
て
お
り
、
丁
寧

な
住
民
と
の
対
話
を
通
じ
た
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

平
成
25
年
の
体
育
館
の
屋
根
吹

き
替
え
工
事
の
見
積
り
額
は
、
約

２
，
６
０
０
万
円
だ
っ
た
。
旧
校

舎
側
の
屋
根
吹
き
替
え
工
事
も
、

同
程
度
か
、
そ
れ
以
上
の
金
額
と

推
測
さ
れ
、
現
在
は
物
価
変
動
に

処
理
に
関
す
る
規
制
強
化
や
建

物
解
体
関
連
単
価
の
上
昇
が
あ

り
、
現
時
点
で
の
解
体
費
は
約

６
億
５
，
０
０
０
万
円
と
想
定
し

て
い
る
。

　

管
理
棟
を
公
文
書
セ
ン
タ
ー

と
す
る
案
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
て
い

る
が
、
施
設
管
理
や
財
政
上
の
諸

問
題
も
含
め
、
結
論
に
至
っ
て
い

な
い
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

旧
角
館
公
立
病
院
解
体

の
見
通
し
は

質
問　

平
成
29
年
に
新
病
院
に
移

転
し
て
か
ら
５
年
が
過
ぎ
た
が
、

旧
病
院
の
解
体
の
見
通
し
と
現
在

の
解
体
工
事
費
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
管
理
棟
は
市
の
書
庫
と
し

て
利
用
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
今
も
同
じ
考
え
な
の
か
伺

う
。

答
弁　

旧
角
館
総
合
病
院
解
体
に

関
す
る
実
施
設
計
は
完
成
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
、

土
壌
汚
染
や
Ｐ

Ｃ
Ｂ
調
査
等
が

必
要
と
な
り
、

更
に
令
和
５
年

度
に
ア
ス
ベ
ス

ト
追
加
調
査
等

を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ

の
後
に
解
体
工

事
を
行
う
。

　

令
和
元
年
度

作
成
の
実
施
設

計
で
は
、
旧

病
院
全
体
を

除
却
す
る
設

計
で
、
解
体

費
は
５
億
４
，

０
０
０
万
円
弱

で
あ
っ
た
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト

よ
り
、
大
幅
に
上
が
っ
て
い
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
見
積
金

額
の
上
昇
を
確
認
し
つ
つ
、
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

老
朽
化
が
著
し
い
市
営

住
宅
へ
の
対
策
は

質
問　

岩
瀬
住
宅
が
老
朽
化
し

て
お
り
、
災
害
時
に
大
丈
夫
な

の
か
心
配
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
下
水
道
の
状
況
、
住

宅
の
戸
数
と
入
居
戸
数
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
市
営
住
宅
戸

数
と
入
居
率
、
耐
震
性
の
な
い

住
宅
の
入
居
者
へ
の
対
応
、
老

朽
化
が
著
し
く
解
体
を
考
え
て

い
る
戸
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

岩
瀬
住
宅
は
６
棟
33
戸

あ
り
、
入
居
戸
数
18
戸
で
あ
る
。

新
耐
震
基
準
で
は
耐
震
性
が
な

い
と
判
断
さ
れ
、
上
水
道
は
接

続
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水
道
及

び
浄
化
槽
へ
の
接
続
は
さ
れ
て

い
な
い
。

　

全
体
の
市
営
住
宅
は
、
政
策
的

空
き
家
を
除
い
て
２
３
６
戸
あ

り
、入
居
率
は
93
．
22
％
で
あ
る
。

　

耐
震
性
の
な
い
住
宅
の
入
居

者
に
は
意
向
を
聞
き
、
耐
震
性

の
あ
る
住
宅
へ
の
転
居
等
を
提

案
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現

在
の
除
却
予
定
戸
数
は
21
戸
で

あ
る
。

蒼生会 小 林 幸 悦 議員

市長 物価変動を確認しつつ適切な対応を行う

避難所でもある
西長野交流センターの屋根補修を早急に！

■一向に利活用や解体が進まない旧角館公立病院

除
雪
費
の
財
源
と
し
て
取
崩
し
た

財
政
調
整
基
金
は
枯
渇
し
な
い
の
か

質
問　

今
冬
の
除
雪
費
の
主
な
財
源
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
額
が
７
億
円
を
超
え
た
が
、
今
後
の
突
発
的
な
財
源
や
令

和
５
年
度
の
予
算
編
成
を
考
慮
す
る
と
、
大
変
心
細
く
感
じ
る

が
大
丈
夫
か
。

答
弁　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
決
算
時
点

で
約
27
億
円
あ
っ
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
後
の
現
在
額
は
、

約
９
億
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
今
後
、
国
か
ら
の
譲
与
税
や
特

交
税
確
定
後
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
戻
し
や
、
各
事
業
終

了
後
の
執
行
残
額
の
積
み
戻
し
等
が
あ
れ
ば
増
え
る
要
素
は
あ

る
が
、
基
金
現
在
額
を
最
大
限
意
識
し
た
当
初
予
算
編
成
に
努

め
た
い
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て

質
問 

新
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
60
歳
未
満
の
４
回
目
の
接
種

は
全
員
が
対
象
と
な
る
の
か
。
開
始
時
期
は
い
つ
か
ら
か
。

答
弁　

従
来
型
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル
ナ
製
）
の
ワ
ク

チ
ン
を
２
回
以
上
接
種
済
み
の
12
歳
以
上
の
す
べ
て
の
市
民
を

対
象
と
し
て
お
り
、
前
回
の
接
種
日
か
ら
５
箇
月
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク

チ
ン
の
本
格
的
な
接
種
は
、
10
月
８
日
か
ら
来
年
１
月
終
了
を

目
途
に
計
画
し
て
い
る
。

質
問 

従
来
型
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル
ナ
製
）
の
ワ
ク

チ
ン
の
在
庫
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

１
回
目
、
２
回
目
を
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
市
民
用
に

保
管
す
る
。
３
回
目
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
す
べ
て
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
計
画
で
あ
る
。

６
次
産
業
化
経
営
力
強
化
の
漬
物
加
工
所
へ
の

補
助
金
の
対
象
者
は

質
問　

漬
物
加
工
所
の
設
備
整
備
に
対
す
る
補
助
金
の
対
象
者

と
周
知
方
法
を
伺
う
。

答
弁　

今
年
度
中
の
設
備
整
備
を
希
望
し
た
田
沢
地
区
の
２
名

で
あ
る
。
7
／
16
付
の
広
報
誌
で
の
周
知
や
電
話
で
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
30
数
名
に
確
認
し
た
。
令
和
５
年
度
の
設
備
整
備

希
望
者
が
17
名
い
る
。
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■落雪等の安全対策が必要な
　旧西木公民館

教育長 児童生徒の教育環境の向上のため、是非実現したい

西 宮 三 春 議員

小
・
中
学
校
に
お
け
る

ト
イ
レ
環
境
の
改
善
に

つ
い
て

質
問　

先
日
、市
内
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
を
訪
問
し
、
ト
イ
レ
の
状

況
を
確
認
し
て
き
た
が
、
洋
式
の

ト
イ
レ
を
増
や
す
こ
と
、
悪
臭
が

す
る
ト
イ
レ
の
改
修
を
早
期
に
で

き
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

ト
イ
レ
の
洋

式
化
は
、
教
育
環
境
の
改
善
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
症
対
策
と

し
て
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
ト
イ
レ
整

備
に
関
し
て
、
各
ト
イ
レ
に
一
つ

程
度
和
便
器
を
残
し
、
他
は
洋
便

器
と
す
る
方
針
の
も
と
、
改
修
工

事
を
来
年
度
か
ら
計
画
的
に
実
施

す
る
。

せ
ん
ぼ
く
こ
ま
く
さ
プ

ラ
ン
事
業
の
継
続
と
絶

え
間
な
い
支
援
を

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
等
の
経
済
支
援

と
し
て
、
無
料
で
生
理
用
品
を
提

供
す
る
「
せ
ん
ぼ
く
こ
ま
く
さ
プ

ラ
ン
事
業
」
に
お
け
る
一
般
の
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
毎
月
の
利

用
者
数
と
今
後
も
事
業
を
継
続
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
周
知
方
法
及
び
ナ
プ
キ
ン
の

種
類
を
増
や
す
予
定
は
な
い
の
か

に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
が
利
用
し
や
す
い

庁
舎
開
放
を

質
問　

市
民
に
開
放
し
て
い
る

角
館
庁
舎
が
、
利
用
時
間
内
で
も

施
錠
さ
れ
て
い
た
り
、
休
日
は
、

駐
車
場
に
近
い
出
入
口
が
開
か

な
い
な
ど
、
市
民
か
ら
、
利
用
し

に
く
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
理
由

を
伺
う
。

答
弁　

21
時
30
分
ま
で
利
用
可

能
だ
が
、
利
用
者
が
い
な
い
と

防
犯
上
施
錠
し
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
今
後
は
利
用
時
間
ま
で

施
錠
し
な
い
。
ま
た
、
土
日
・
祝

日
は
、
防
犯
上
、
駐
車
場
横
の
出

入
り
口
は
施
錠
し
て
い
る
。
正
面

玄
関
か
ら
出
入
り
い
た
だ
く
よ

う
市
民
の
皆
様
に
更
な
る
周
知

を
行
う
。

（
中
村 

和
彦 

記
）

旧
西
木
公
民
館
、
冬
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問　

旧
西
木
公
民
館
の
道
路
側

に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
昨
年

度
の
落
雪
に
よ
り
壊
れ
て
撤
去
さ

れ
た
。
西
明
寺
小
学
校
の
通
学
路

で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
無
く

な
っ
て
最
初
の
冬
を
迎
え
る
前
に

次
の
点
を
伺
う
。

①
旧
西
木
公
民
館
の
解
体
時
期
に

い
て

②
想
定
さ
れ
る
落
雪
に
よ
る
安
全

対
策
に
つ
い
て

答
弁　

①
に
つ
い
て
は
、
除
却
予

定
で
あ
る
が
、
現
在
、
利
活
用
を

希
望
す
る
地
元
の
方
へ
売
却
し

て
、
そ
の
後
解
体
す
る
方
向
で
協

議
中
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
て
努

力
し
た
い
。

②
に
つ
い
て
は
、
２
年
続
け
て
の

大
雪
で
、
冬
期
間
の
施
設
管
理

も
非
常
に
難
し
い

が
、
通
学
路
で
も

あ
り
、
市
民
の
安

全
を
第
一
に
考
え

て
、
積
雪
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
安

全
対
策
を
実
施
す

る
。

答
弁　

昨
年
７
月
の
開
始
か
ら
14

カ
月
で
４
８
０
個
、月
平
均
34
個
、

34
人
の
利
用
、
カ
ー
ド
交
付
は
、

全
体
で
１
７
５
名
。
周
知
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
利
用
状
況
に
応
じ

て
広
報
誌
に
も
掲
載
し
た
い
。

　

ナ
プ
キ
ン
の
種
類
に
つ
い
て
要

望
は
出
て
い
な
い
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。
貧
困
に
悩
む

女
性
の
た
め
に
始
め
た
事
業
な
の

で
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

質
問　

学
校
で
の
こ
ま
く
さ
プ
ラ

ン
事
業
の
周
知
方
を
伺
う
。ま
た
、

こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
の

性
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）　

学
校
で
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
学
校
報
、
養
護

教
諭
の
働
き
か
け
に
よ
り
周
知
。

性
教
育
に
つ
い
て
は
、小
学
校
は
、

体
育
の
保
健
分
野
で
体
の
成
長
に

つ
い
て
指
導
。
ま
た
、
特
別
活
動

に
お
い
て
初
潮
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　

中
学
校
は
、
保
健
体
育
科
に
お

い
て
性
に
つ
い
て
計
画
的
に
指
導

し
、
性
教
育
講
座
と
し
て
、
医
者

や
専
門
家
か
ら
講
話
を
聞
く
時
間

を
設
け
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
絶
え
間
な
い
支
援
に
努
め
て

い
く
。

小・中学校のトイレ環境の早期改善を
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市長 活用できるあらゆる方法を模索し
税収の向上へ繋げていく

 小 田 島 広 仁 議員

税
収
を
上
げ
る
具
体
的

な
施
策
や
今
後
の
企
画

に
つ
い
て

質
問　

税
収
を
上
げ
る
た
め
の
現

実
的
な
可
能
性
を
伺
う
。

答
弁　

財
政
健
全
化
の
実
現
に
は

歳
出
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、国
、

県
補
助
金
等
の
特
定
財
源
の
活
用

や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
増
収

対
策
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
組

む
と
と
も
に
、
自
主
財
源
で
あ
る

使
用
料
や
手
数
料
等
の
見
直
し
も

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

人
口
減
少
や
経
営
環
境
の

悪
化
か
ら
、
税
収
の
要
と
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
仙
北
市

な
ら
で
は
の
物
品
や
、
体
験
型
の

商
品
を
用
意
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

当
市
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
大
変
貴
重
な
収
入
源
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
無
け
れ
ば

財
政
調
整
基
金
は
す
で
に
枯
渇
し

て
い
た
。

　

令
和
３
年
度
は
前
年
度
よ
り
減

収
し
て
い
る
状
況
を
重
く
受
け
止

め
た
上
で
、
今
年
度
は
、
返
礼
品

の
撮
影
な
ど
の
経
費
を
助
成
す
る

な
ど
し
て
、
昨
年
度
の
２
．
７
倍

の
８
２
３
の
返
礼
品
が
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
商
品
造
成
に
つ
い
て

は
、
主
力
の
食
品
系
だ
け
で
は
な

見
、
ご
要
望
な
ど
は
な
か
っ
た
か

伺
う
。

答
弁　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

仙
北
市
商
工
会
が
事
業
主
体
で

あ
る
。
今
年
度
は
、
発
行
冊
数
を

大
幅
に
上
回
る
申
し
込
み
が
あ

り
、
希
望
通
り
の
冊
数
に
満
た
な

か
っ
た
方
も
い
た
よ
う
だ
が
、
一

冊
も
当
選
し
な
い
世
帯
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
抽
選
方
法
等
の

問
い
合
わ
せ
に
は
、
答
え
ら
れ
な

い
こ
と
の
同
意
を
得
て
申
し
込

み
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
事

業
で
の
特
段
の
ト
ラ
ブ
ル
は
発

生
し
て
い
な
い
。
２
回
目
の
販
売

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
、
大

型
店
で
使
え
る
券
を
増
や
し
て

欲
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。

（
澤
田 

雅
亮 

記
）

た
よ
う
だ
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
は
高
い
公

益
性
、
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
企
業
で
あ
る
わ
ら
び

座
を
支
援
す
る
に
は
向
か
な
い
と

考
え
一
度
お
断
り
を
し
た
が
、
再

度
協
議
し
た
後
、
制
度
上
の
問
題

が
な
い
と
い
う
理
由
と
、
今
回
の

仕
組
み
を
内
陸
線
に
も
活
か
せ
る

こ
と
か
ら
併
せ
て
開
始
し
た
が
肯

定
的
な
意
見
も
頂
戴
し
た
一
方

で
、
反
対
意
見
に
も
正
当
性
が
あ

り
４
月
22
日
に
中
止
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
市
政
運
営
に
慎
重
に
取
り

組
み
、
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
掛

け
し
た
全
て
の
皆
様
に
お
詫
び
し

た
い
。

今
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度

は
、
希
望
し
た

冊
数
を
購
入
で

き
な
か
っ
た
市

民
が
多
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
抽

選
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
こ

の
事
業
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
市

民
か
ら
の
ご
意

く
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

旅
行
系
の
商
品
造
成
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
仙
北
市
の
観
光
地
と
し

て
の
強
み
を
活
か
し
、
観
光
需
要

と
ふ
る
さ
と
納
税
が
マ
ッ
チ
し
た

商
品
の
造
成
に
力
を
注
い
で
い

く
。

　

さ
ら
に
、
市
と
中
間
業
者
に
よ

る
顧
客
管
理
を
徹
底
し
、
丁
寧
な

対
応
を
心
が
け
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得

に
取
り
組
む
事
で
、
仙
北
市
の
地

域
活
性
の
活
力
に
繋
が
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
。

質
問　

税
収
を
上
げ
る
た
め
に
入

湯
税
増
税
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答
弁　

本
市
の
入
湯
税
率
は
条
例

に
よ
り
一
人
１
日
１
５
０
円
と
規

定
し
て
お
り
、
地
方
税
法
に
定
め

る
標
準
税
率
と
同
じ
で
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
貴
重
な
財
源
と
認
識

し
て
い
る
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
続
く
中
、
温
泉
施
設

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
る

と
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

「
返
礼
品
な
し
」
劇
団

わ
ら
び
座
応
援
寄
付
に

つ
い
て

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、

返
礼
品
な
し
で
一
企
業
だ
け
を
助

け
る
た
め
の
商
品
を
用
意
し
た
こ

と
が
問
題
に
な
り
、
中
止
と
な
っ

税収を上げ行政サービス向上への施策を！

■発行冊数を大幅に上回る申し込みが
　あった「プレミアム商品券」
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市長 専門的見地からの指導を仰ぎ指定が可能か検証する

 中 村 和 彦 議員

内川橋から岩瀬橋付近までの
　　　桜並木を名勝指定にできないか！

と
、
な
か
な
か
実
現
は
む
ず
か
し

い
。落

合
運
動
公
園
周
辺
の

景
観
に
つ
い
て

質
問　

土
手
の
桜
等
は
整
備
が
進

ん
で
い
る
が
、
球
場
裏
手
の
残
土

や
雑
木
を
処
理
し
、
景
観
形
成
を

し
て
、
観
光
客
や
市
民
に
活
用
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

残
土
に
つ
い
て
は
、
旧
角

館
病
院
解
体
時
に
利
用
を
予
定
し

て
い
る
。
解
体
後
の
当
該
地
の
景

観
に
つ
い
て
は
、

別
途
残
土
置
き
場

を
設
定
し
、
景
観

に
配
慮
し
た
管
理

を
検
討
し
た
い
。

質
問　

内
川
橋
か

ら
岩
瀬
橋
近
く
ま

で
の
桜
を
新
た
に

名
勝
指
定
し
て
、

現
在
の
２
km
の
桜

ロ
ー
ド
を
日
本
一

の
５
km
に
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
の

分
散
化
と
新
た
な

魅
力
の
創
出
に
繋

が
り
、
滞
在
時
間

も
延
長
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
弁　

桜
保
存
管

理
協
会
や
文
化
庁

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
周
辺
の
整

備
等
に
つ
い
て

質
問　

角
館
駅
東
公
園
の
環
境
整

備
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

角
館
駅
東
公
園
は
緑
豊
か

な
植
栽
や
ベ
ン
チ
、
東
屋
の
設
置

に
よ
り
交
流
と
憩
い
の
場
を
創
出

し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
等
、
多
目
的
な
活
動
の
場
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
今
後

も
適
正
な
管
理
を
し
て
い
く
。

質
問　

遊
具
や
砂
場
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答
弁（
建
設
部
長
）　

広
い
ス
ペ
ー

ス
を
保
持
す
る
芝
生
広
場
と
い
う

位
置
づ
け
で
遊
具
も
１
基
に
し
て

い
る
。
砂
場
も
ス
ペ
ー
ス
的
に
十

分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

質
問　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
出
来

な
い
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）　

以
前
か
ら

要
望
が
あ
り
、
近
い
う
ち
に
洋
式

化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
予
算
化
に
向
け
て
、
全
体
の
予

算
の
中
で
の
優
先
順
位
等
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

駅
東
西
自
由
通
路
に
つ
い

て
市
長
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

か
。

答
弁　

過
去
に
も
一
般
質
問
が

あ
っ
た
が
事
業
費
が
膨
大
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
正
直
、
今
の

仙
北
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
る

答
弁　

曳
山
公
開
展
示
施
設
整

備
検
討
委
員
会
を
設
立
し
、
平
成

31
年
１
月
30
日
付
け
で
報
告
を

受
け
て
い
る
。
報
告
を
受
け
た
建

設
場
所
は
旧
中
町
庁
舎
敷
地
で

あ
る
が
、
旧
中
町
庁
舎
及
び
敷
地

は
譲
渡
の
方
針
で
今
に
至
っ
て

い
る
。
季
節
を
問
わ
ず
観
光
資
源

と
し
て
の
価
値
を
観
光
客
に
提

供
で
き
る
観
点
か
ら
、
お
祭
り
会

館
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
市

の
財
政
状
況
の
改
善
度
合
い
を

見
な
が
ら
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。道

の
駅
構
想
に
つ
い
て

質
問　

こ
れ
ま
で
多
く
の
議
員

が
道
の
駅
に
つ
い
て
質
問
し
て

き
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

設
置
に
向
け
て
様
々
な

課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
い

と
考
え
て
い
る
。
６
月
に
農
産
物

直
売
所
施
設
に
つ
い
て
認
定
農

業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
直
売
所

連
絡
協
議
会
総
会
の
場
で
意
見

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
販
売
す
る
農

産
物
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
、
否
定
的
な

意
見
が
多
か
っ
た
。
今
後
さ
ら
に

調
査
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

（
荒
木
田 

俊
一 

記
）

等
の
専
門
的
見
地
か
ら
の
指
導
を

仰
ぎ
、
文
化
財
指
定
が
可
能
か
検

証
し
て
い
く
。
景
観
維
持
や
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
つ
つ
、
桜
の
保
護
に
努
め

て
い
く
。

仮
称
、
お
祭
り
会
館
に

つ
い
て

質
問　

お
祭
り
会
館
に
つ
い
て
、

過
去
に
何
度
も
質
問
が
あ
っ
た
が

進
展
が
な
い
。
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

■内川橋から岩瀬橋間の桜並木(落合運動公園付近)
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仙
北
市
観
光
振
興
計
画

に
つ
い
て

質
問　

来
年
度
か
ら
実
施
の
仙
北

市
第
三
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

を
、
外
部
委
託
す
る
理
由
と
応
募

件
数
、
委
託
候
補
者
を
伺
う
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
職
員
が
手
作
業

で
策
定
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
新
し
い
生
活
様
式
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
加
速
化
な
ど
、
刻
々
と

変
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
観
光
施
策
と
将
来
展
望
を
見
据

え
て
委
託
事
業
と
し
た
。
応
募
は

５
社
あ
っ
た
が
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ

東
日
本
企
画
秋
田
支
社
が
受
託
候

補
者
に
決
定
し
た
。

質
問　

第
二
次
観
光
振
興
計
画
を

２
０
１
８
年
か
ら
実
施
し
今
年
度

が
最
終
年
度
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

３
年
目
と
な
っ
た
が
、
計
画
の
見

直
し
等
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、

市
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

年
額
報
酬
は
、
団
員
級
が

３
万
円
か
ら
３
万
６
，
５
０
０
円

に
、
火
災
・
風
災
害
等
出
動
手
当

は
、
１
日
４
時
間
以
内
は
、
５
，

０
０
０
円
、
４
時
間
を
超
え
た
場

合
は
、
８
，
０
０
０
円
の
支
給
で

検
討
し
て
い
る
。
条
例
改
正
を
進

め
て
参
り
た
い
。

質
問　

報
酬
、
手
当
の
支
給
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。　

答
弁
（
危
機
管
理
監
）　

年
報
酬

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
口
座
に
振

り
込
み
、
出
動
手
当
は
、
消
防
団

に
ま
と
め
て
支
払
っ
て
い
る
。
配

分
の
仕
方
は
、
分
団
ご
と
に
決
め

て
頂
い
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
向
上
に
つ
い

て質
問　

８
月
14
日
現
在
で
仙
北

市
の
取
得
率
は
36
．
６
％
と
伺
っ

た
。
市
の
目
標
数
値
と
市
の
職
員

の
取
得
率
を
伺
う
。

答
弁　

仙
北
市
の
取
得
率
は
、
県

内
自
治
体
平
均
65
％
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
ま

ず
は
50
％
を
目
指
し
た
い
。
市
職

員
の
取
得
率
は
、
７
月
末
時
点

で
、
43
．
１
％
で
あ
り
、
ま
ず
は

自
分
た
ち
か
ら
取
得
率
を
上
げ

る
取
り
組
み
を
し
た
い
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

バ
ウ
ン
ド
向
け
の
旅
行
商
談
会
や

台
湾
の
中
学
校
と
の
交
流
を
オ
ン

ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
た
。
教
育
旅

行
は
、
県
内
や
隣
県
へ
の
誘
致
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
の
市
民
主
体

の
ま
ち
お
こ
し
で
は
、
市
民
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
観
光
教
育
は
、
市

内
小
中
学
校
や
大
曲
支
援
学
校
せ

ん
ぼ
く
校
で
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
市
や
観
光
協
会
と
の
連
携

は
、
更
に
強
化
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

第
二
次
振
興
計
画
で
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
を
伺

う
。　

答
弁　

年
間
通
し
て
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
導
入
、
時
期
限
定
で
抱
返

り
渓
谷
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
や
需
要
が
限
定
的
で

中
止
し
た
。
現
在
は
、
臨
機
応
変

な
対
応
が
と
れ
る
「
よ
ぶ
・
の
る

角
館
」
の
巡
回
バ
ス
を
角
館
エ
リ

ア
で
実
施
し
て
い
る
。

消
防
団
員
の
処
遇
に
つ

い
て

質
問　

消
防
庁
が
、
団
員
級
の
年

額
報
酬
を
３
万
６
，
５
０
０
円
、

出
動
報
酬
災
害
時
、
１
日
当
た
り

８
，
０
０
０
円
と
定
め
、
各
市
町

村
に
報
酬
等
の
検
討
を
求
め
る
旨

の
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
仙
北

計
画
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
成
果
を
伺
う
。

答
弁（
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）

コ
ロ
ナ
の
状
況
が
非
常
に
不
透
明

な
こ
と
も
あ
り
、
特
段
見
直
し
は

し
て
こ
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
を
迎
え
、
観
光
協
会
、
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
さ
ら
に
連
携
し
た
観

光
振
興
を
進
め
て
い
き
た
い
。　

答
弁　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
の
温
泉

活
用
プ
ラ
ン
は
、
仙
北
市
次
世
代

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
推
進
協
議
会
設

置
、
疲
労
ス
ト
レ
ス
測
定
器
に
よ

る
温
泉
入
浴
効
果
分
析
。
一
般
的

適
応
症
と
泉
質
別
適
応
症
を
整
理

し
て
、
温
泉
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
10
の
泉
質
の
内
、
８
泉
質
を
持

つ
仙
北
市
で
温
泉
に
つ
か
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
効
能
等
を
明
ら
か
に

で
き
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
の
何
度
も
訪

れ
た
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
イ
ン

市長 来年度からの新たな「第三次観光振興計画」に
しっかりと盛り込みたい

 澤 田 雅 亮 議員

仙北市の観光を、今後どうされたいか

■計画は、実践が伴って生きてくる
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市長 引き続き可能性を追求していく

て
い
る
が
、
県
で
は
拡
幅
を
伴
う

改
良
で
は
な
く
、
道
路
の
幅
を
変

更
せ
ず
、
道
路
幅
内
で
の
整
備
計

画
を
示
し
た
が
、
関
係
す
る
町
内

会
の
う
ち
一
つ
の
町
内
会
よ
り
、

拡
幅
な
し
の
計
画
で
は
承
服
し
か

ね
る
と
い
う
文
書
回
答
が
提
出
さ

れ
た
。

　

他
の
町
内
会
で
は
、
県
の
示
し

た
計
画
案
で
も
良
い
と
い
う
回
答

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
回
目
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
が
意
見
集

約
は
で
き
ず
、
県
と
し
て
は
地
元

の
同
意
を
得
な
い
で
事
業
を
進
め

菅
沢
踏
切
か
ら
国
道

１
０
５
号
線
ま
で
の
道

路
改
良
に
つ
い
て

質
問　

合
併
前
の
角
館
町
時
代
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
角
館
町
上
菅
沢

地
区
の
県
道
広
久
内
角
館
停
車
場

線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
安
全
性
を
確
保
し
、
渋
滞
緩

和
へ
向
け
て
改
良
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
区
間
の
道
路
改
良
に

関
す
る
県
に
対
す
る
直
近
の
要

望
は
、
平
成
24
年
、

地
元
５
町
内
会
よ

り
仙
北
市
長
へ
要

望
書
が
、
市
議
会

議
長
へ
請
願
書
が

提
出
さ
れ
、
平
成

25
年
３
月
仙
北
市

長
並
び
に
議
会
議

長
よ
り
秋
田
県
知

事
へ
要
望
書
を
提

出
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
秋
田
県
議

会
議
長
へ
陳
情
書

を
提
出
し
て
い
る
。

　

仙
北
地
域
振
興

局
建
設
部
が
道
路

改
築
計
画
策
定
の

た
め
の
意
見
交
換

会
を
平
成
26
年
27

年
に
２
回
開
催
し

答
弁　

現
在
は
、
冬
期
間
の
除
排

雪
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
る

が
、
今
後
の
駅
前
の
利
活
用
に
関

し
て
は
、
様
々
な
選
択
が
さ
れ
る

状
況
と
考
え
る
が
、
市
が
保
有
す

る
空
き
地
利
活
用
等
に
つ
い
て

は
、
売
却
も
含
め
て
様
々
な
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
要
望
者
で

あ
る
五
つ
の
町
内
会
の
意
見
集
約

を
図
っ
た
後
に
、
も
う
一
度
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
五
つ
の
町

内
会
の
意
見
集
約
が
で
き
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
区
間
の
道
路
改
良
は
交
通

安
全
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
と
考

え
る
の
で
、
今
後
も
県
と
の
情

報
交
換
に
努
め
、
引
き
続
き
改

良
の
可
能
性
を
求
め
て
い
く
。

元
Ｊ
Ａ
角
館
よ
り
購
入

の
角
館
駅
前
の
土
地
利

用
に
つ
い
て

質
問　

こ
の
土
地
を
購
入
し
た

い
き
さ
つ
は
。

答
弁　

元
Ｊ
Ａ
角
館
の
土
地
に

関
し
て
は
、
秋
田
新
幹
線
開
業

時
の
角
館
駅
前
整
備
と
同
時
期

に
行
わ
れ
た
、
角
館
町
道
駅
北

線
の
改
良
事
業
（
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
県
道
２
５
７
号
線
交

差
点
ま
で
）
で
当
該
敷
地
を
利

用
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

角
館
駅
の
利
用
者
か
ら

は
、
田
町
山
の
駐
車
場
は
不
便

だ
と
の
声
を
聞
く
が
、
利
便
性

を
図
る
た
め
こ
の
土
地
を
駐
車

場
と
し
て
整
備
を
し
て
は
ど
う

か
。

蒼生会 青 柳 宗 五 郎 議員

菅沢踏切から国道 105 号線までの
　　　　　　　　　道路改良を急ぐべきだ

■さらなる利活用が望まれる角館駅周辺の土地

■早期改良が望まれる上菅沢地区県道
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に
は
遠
隔
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
設

置
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
引
き

続
き
県
と
調
整
し
た
い
。

質
問　

受
け
入
れ
体
制
の
さ
ら
な

る
充
実
を
求
め
る
。

①
通
年
観
光
の
体
制
づ
く
り 

②
遊
歩
道
未
整
備
区
間
の
整
備
に

関
し
て
県
に
対
す
る
働
き
か
け
と

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て 

③
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備 

④
夏
瀬
温
泉
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備 

⑤
遊
歩
道
の
歴
史
的
背
景
や
経
緯

を
活
か
し
て
の
整
備

答
弁　

①
冬
期
間
の
リ
ス
ク
の
大

抱
返
り
渓
谷
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て

質
問　

遊
歩
道
の
み
な
ら
ず
安
全

柵
の
設
置
状
態
、
街
灯
等
の
安
全

対
策
と
、
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
（
常
設
対
応
の
必
要
性
）
伺
う
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
安
全
柵
が
落

石
等
に
よ
り
損
傷
が
起
き
た
際

は
、
修
繕
等
を
行
っ
て
き
た
。
安

全
柵
の
嵩
上
げ
等
に
関
し
て
は
、

県
と
も
十
分
に
議
論
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
一
方
、
照
明
は
基

本
的
に
は
夜
間
の
通
行
を
防
ぐ
意

味
合
い
か
ら
、
玉

川
左
岸
、
白
岩
側

の
第
二
駐
車
場

か
ら
上
流
は
整

備
す
る
必
要
が

な
い
と
考
え
て

い
る
。

 

た
だ
し
、
玉
川

右
岸
、
神
代
側
の

抱
返
り
神
社
か

ら
神
の
岩
橋
ま

で
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
第
一
駐

車
場
か
ら
近
く
、

夕
暮
れ
時
の
歩

行
も
想
定
し
、
平

成
30
年
度
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
整
備

し
た
。
緊
急
時
の

対
応
は
、
将
来
的

も
の
が
多
く
、
老
朽
化
に
伴
う
漏

水
等
が
頻
発
し
て
い
る
。
計
画
的

に
老
朽
化
対
策
等
の
事
業
を
行

う
た
め
仙
北
市
水
道
事
業
基
本

計
画
を
策
定
し
、
毎
年
３
億
７
，

０
０
０
万
円
も
の
更
新
費
用
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

予
算
で
は
、
近
年
漏
水
等
の
被
害

が
多
い
箇
所
を
選
定
し
管
路
更

新
５
路
線
と
施
設
の
電
気
・
機
械

設
備
等
の
更
新
を
予
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
料
金
収
入
の
低
迷

か
ら
更
新
費
用
が
財
源
不
足
と

な
り
建
設
改
良
工
事
の
実
施
が

厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
管
理
し

次
世
代
に
残
す
た
め
に
は
、
水
道

料
金
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問　

整
備
計
画
に
対
し
て
、
平

等
性
は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

（
不
平
等
感
は
生
じ
て
い
な
い
の

か
。）

答
弁　

現
在
実
施
の
卒
田
地
区

未
普
及
地
域
解
消
事
業
が
令
和

７
年
度
完
成
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
以
降
は
、
意
識
調
査
実
施
の

上
、
優
先
順
位
を
決
定
す
る
。
事

業
実
施
の
判
断
は
、
即
時
加
入
が

最
大
の
判
断
材
料
に
な
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

き
い
時
期
は
、
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

②
回
顧
の
滝
か
ら
飯
村
少
年
弔
魂

碑
ま
で
の
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た

が
、
夏
瀬
ダ
ム
ま
で
の
未
整
備
区

間
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
県
に

要
望
し
て
い
る
が
具
体
的
な
計
画

は
な
い
。
今
春
に
回
顧
の
滝
の
展

望
ス
ペ
ー
ス
の
損
傷
も
含
め
、
早

期
復
旧
に
向
け
た
要
望
を
続
け
て

い
く
。

③
利
用
者
の
季
節
変
動
が
大
き

く
、
市
で
新
た
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス

等
の
整
備
予
定
は
な
い
。

④
市
道
夏
瀬
線
を
平
成
26
年
度
よ

り
過
疎
対
策
事
業
で
道
路
改
良
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
発

注
に
向
け
て
現
在
準
備
中
で
あ

る
。

⑤
遊
歩
道
が
森
林
軌
道
を
活
用
し

て
造
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
情
報
は

看
板
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
紅
葉
期
以
外
の
新
た

な
誘
客
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
、
ま
ず
は
私
た
ち
市
民
が
歴
史

を
認
識
し
、
観
光
客
の
皆
様
に
も

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。水

道
事
業
に
つ
い
て

質
問　

市
の
水
道
の
供
給
体
制
は

万
全
か
。

答
弁　

本
市
の
水
道
施
設
は
昭
和

40
年
代
か
ら
50
年
代
に
完
成
し
た

市長 県に要望しているが具体的な計画はない

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

抱返り渓谷の夏瀬温泉までの遊歩道整備を

答
弁　

現
在
は
、
冬
期
間
の
除
排

雪
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
る

が
、
今
後
の
駅
前
の
利
活
用
に
関

し
て
は
、
様
々
な
選
択
が
さ
れ
る

状
況
と
考
え
る
が
、
市
が
保
有
す

る
空
き
地
利
活
用
等
に
つ
い
て

は
、
売
却
も
含
め
て
様
々
な
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

■抱返り渓谷のさらなる安全対策を
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■令和４年度 総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算 主な内容

本庁舎等維持管理費 617万円 角館庁舎 2F会議室に仕切版の設置 (web会議対応 )

公共施設自動水栓化事業費 1,838万円 公共施設の水道蛇口を非接触型の自動蛇口とする (279 個分 )

小学校手洗自動水栓化事業費 1,020万円 小学校各校の水道蛇口を非接触型の自動蛇口とする (151 個分 )

中学校手洗自動水栓化事業費 710万円 中学校各校の水道蛇口を非接触型の自動蛇口とする (105 個分 )

小学校保健特別対策事業費 585万円
全小・中学校における消毒液、非接触型体温計、空気清浄機、
自動体温測定器、二酸化炭素モニター等の購入経費

中学校保健特別対策事業費 495万円

質
問　

財
政
が
厳
し
い
中
で
の
今
後
の
補
正
財
源

の
在
り
方
に
つ
い
て
。

答
弁　

現
段
階
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
不
用
額
等
が
出
た
場
合
の
活
用
や
、
国
の

補
正
予
算
が
見
込
ま
れ
て
い
る
情
報
も
あ
る
事
か

ら
、
情
報
収
集
に
努
め
、
こ
の
財
源
を
活
用
し
た

補
正
も
考
え
て
い
る
。

質
問　

財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
補
正
予
算
の

組
み
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
財
政
当
局
の
考
え
方
は
。

答
弁　

こ
こ
数
年
は
財
政
調
整
基
金
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
。
歳
出
規
模
を
見
直
さ
な
い
ま
ま
右

肩
上
が
り
に
推
移
し
、
予
算
規
模
が
膨
ら
ん
で
い

る
。
当
初
予
算
に
向
け
て
は
、
財
政
フ
レ
ー
ム
の

在
り
方
や
規
模
を
も
う
少
し
見
直
し
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

交
通
政
策
費
の
内
、

地
域
公
共
交
通
対
策
費
に
つ
い
て

質
問　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
協
議
し
「
よ
ぶ
の
る

角
館
」
を
西
木
地
区
に
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

答
弁　

よ
ぶ
の
る
角
館
で
う
ま
く
い
っ
た
と
こ
ろ

を
今
後
、
西
木
地
区
、
神
代
地
区
、
白
岩
地
区
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。
現
時
点
で
は
、
よ
ぶ
の
る
角
館

を
西
木
地
区
へ
展
開
す
る
よ
り
も
デ
マ
ン
ド
型
タ

ク
シ
ー
を
よ
り
進
化
さ
せ
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
。

総務文教常任委員会

　９月定例会の総務文教常任委員会では、市議会議員選挙及び市長選挙における選挙運動の公営に関する関係条例の改
正や地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業介護休業等育児又は家庭介護を行う労働者の福祉に関する法律
及び雇用保険法の一部を改正する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の改正、令和３年度の決算認定、令
和４年度の補正予算などについて審査されました。
　補正予算では、各公共施設・学校等においてのコロナ対策や補正財源のあり方などについて議論されました。

全小・中学校及び公共施設に自動蛇口設置を承認

■非接触型の自動水栓

令
和
4
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

令和３年度
一般会計決算認定審査の質疑から

質問　少子化や人口減少を食い止め、少し
ずつ人口を増やしていき、市税を増やして
いく事が今後求められる。
　厳しい状況だが、それを成し遂げるため
にも選択と集中のもとメリハリを付けた事
業展開が必要と考えるが、財政当局の考え
を問う。
答弁　人口減少が進んでいく中で、世代間
負担の考え方も必要と考える。そこを踏ま
えてしっかりと財政運営を行っていきた
い。
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市民福祉常任委員会

■令和4年度 市民福祉部関係の一般会計補正予算 主な内容

認可保育園等管理費 189万円 全保育施設で、オムツの持ち帰りを廃止するためにかかる備品等
の準備費用及び白岩、中川保育園施設等の修繕費用

児童遊園地施設維持管理費 27万円 生保内造道児童公園の遊具塗装費用（すべり台、ブランコ、鉄棒）

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 1,151万円 マイナンバーカードの活用拡大のためのシステム改修委託経費

マイナンバーカード申請支援業務委託費 533万円 マイナンバーカードの申請を郵便局に委託する経費

新型コロナウイルスワクチン接種対策費 12,750万円 オミクロン株対応の新ワクチンにかかる接種関連費用

全
保
育
施
設
で
オ
ム
ツ
の
持
ち
帰
り
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　

保
育
施
設
で
の
オ
ム
ツ
の
持
ち
帰
り
を
廃
止
す

る
の
は
い
つ
か
ら
か
。
ま
た
、
保
育
施
設
で
の
保
管
方
法

や
回
収
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

10
月
か
ら
二
つ
の
保
育
施
設
で
試
験
的
に
先
行

し
て
、
11
月
に
は
全
保
育
施
設
で
廃
止
し
た
い
。
大
仙
市

の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
蓋
つ
き
の
ポ
リ
容
器
に
保
管

し
、
ゴ
ミ
回
収
業
者
が
３
日
ご
と
に
回
収
す
る
。
角
館
こ

ど
も
園
は
人
数
が
多
い
の
で
毎
日
の
回
収
を
検
討
し
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
び
の
業
務
委
託
の
在
り
方

に
つ
い
て

質
問　

シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
び
に
、
国
庫
負
担
と
は
い
え

多
額
の
業
務
委
託
料
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
現
状
を

担
当
課
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

答
弁　

業
務
委
託
に
対
す
る
問
題
意
識
は
持
っ
て
お
り
、

委
託
す
る
業
務
内
容
の
把
握
に
も
努
め
て
い
る
。
今
回
の

シ
ス
テ
ム
改
修
で
は
、
今
後
仙
北
市
に
い
な
が
ら
全
国
ど

こ
の
自
治
体
の
戸
籍
情
報
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
も
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
努
力
し
た
い
。

　9 月定例会の市民福祉常任委員会では、令和 4 年度一般会計補正予算及び令和 3 年度決算について審査さ
れました。全国的に進んでいる保育施設におけるオムツの持ち帰り廃止に向けた必要諸経費が計上されまし
た。

全保育施設でオムツの持ち帰りを廃止するための諸経費を計上

令和3年度病院事業会計決算を認定
――厳しい病院経営を議論――

常勤医師確保の取り組み成果が現れてきている
質問　全国的に見ても、医師確保には苦労しているが、
経営の安定化を図るためには、やはり常勤医師を一人で
も多く確保することが最も近道であり、それが市民の安
全安心に繋がると思うがいかがか。
答弁　我々も同じ思いである。常勤医師の確保に向けて、
ドクターバンクの活用や大曲厚生医療センターとの連携
を強化していきたいと思っている。また、修学資金を貸
し付けていた１名の方が、医師免許を取得し、今年の４
月から、角館総合病院に勤務している。また、修学金貸
与者で秋田大学医学部で初期臨床研修中の医師２名が、
現在角館総合病院で研修
中であり、少しずつでは
あるが、これまでの取り
組みの成果が現れている
ところである。

（単位：千円）
角館総合病院 田沢湖病院 合　計

医業収益 3,077,091 600,696 3,677,787

医業費用 3,859,775 879,765 4,739,540

医業利益 -782,684 -279,069 -1,061,753

医業外収益 637,113 300,888 938,001

医業外費用 145,522 37,983 183,505

経常利益 -291,093 -16,164 -307,257

特別利益 12,832 1,871 14,703

特別損失 2,600 0 2,600 

純損益 -280,861 -14,293 -295,154

■常勤医師の確保が大きな課題の
　病院事業

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ

が

知

り

た

い

議

論
の
ポ
イ
ン
ト
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産業建設常任委員会

仙
北
市
飲
食
店
事
業
継
続

緊
急
支
援
金
に
つ
い
て

質
問　

実
績
は
１
２
２
件
に
10
万
円
ず
つ

交
付
し
た
が
、
減
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。
申
請
件
数
は
何
件
を
予
定
し
た
の

か
。

答
弁　

前
年
度
１
２
０
件
に
交
付
実
績
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
長
期

化
し
た
こ
と
、
保
健
所
か
ら
の
営
業
許
可

を
得
て
い
る
市
内
飲
食
店
が
４
２
７
件
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
30
件
増
加
の
１
５
０

件
を
想
定
し
て
い
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

質
問　

利
用
実
績
、
補
助
金
の
上
限
額
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

こ
の
事
業
は
平
成
22
年
か
ら
継
続

し
て
き
た
事
業
で
、
段
階
的
に
補
助
額
が

減
少
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
申
請

件
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
利
用
実
績
は

令
和
3
年
度
51
件
、
令
和
2
年
度
86
件
で

あ
る
。
上
限
額
は
一
般
世
帯
5
万
円
、
子

育
て
世
帯
20
万
円
、
空
家
型
仙
北
市
在
住

子
育
て
世
帯
30
万
円
、
空
家
型
仙
北
市
街

移
住
子
育
て
世
帯
40
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
子
育
て
世

帯
・
移
住
定
住
世
帯
の
方
に
軸
足
を
置
い

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度

公
営
企
業
会
計
決
算
認
定
の
主
な
質
疑

温
泉
事
業　

質
問　

企
業
債
の
本
年
度
償
還
額
が
決
し

て
小
さ
い
額
で
は
な
い
が
、
今
後
の
償
還

の
ピ
ー
ク
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
弁　

本
年
度
の
企
業
債
償
還
額
は
２
，

１
８
１
万
円
で
あ
り
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク

は
３
年
後
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

水
道
事
業　

質
問　

供
給
単
価
が
１
９
５
円
、
給
水
原

価
が
２
６
９
円
と
い
う
現
状
と
普
及
率

65
％
と
い
う
こ
と
が
収
支
へ
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

水
道
運
営
審
議
会
で
料
金
改
定
も

含
め
検
討
し
て
頂
い
て
い
る
。
普
及
率
に

つ
い
て
は
秋
田
市
が
99
・
３
％
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
市
民
が
水
道
利
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
普
及
率
を
上
げ
た

い
と
の
思
い
は
あ
る
が
、
秋
田
市
と
は
環

境
が
違
い
、
簡
単
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

下
水
道
事
業　

質
問　

個
人
設
置
型
合
併
補
助
金
は
5
人

槽
22
基
、
７
人
槽
6
基
、
合
計
28
基
と
整

備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
、
設
置
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
い
る
の
か
。

答
弁　

ま
だ
検
討
、
申
請
さ
れ
て
い
る
方

は
い
る
。
令
和
４
年
度
の
進
捗
状
況
は
補

助
予
定
数
32
基
に
対
し
、
現
状
で
予
約
分

を
含
め
20
基
の
申
請
を
受
け
て
い
る
。
予

算
は
3
月
ま
で
保
持
し
て
い
る
た
め
、
今

後
の
申
請
も
期
待
で
き
る
。

令
和
4
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

令
和
３
年
度
決
算
認
定
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和4年度　観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算　主な内容
園芸用燃油高騰緊急支援事業費補助金 182万円 園芸ハウス用ヒートポンプ等の機械設備の導入支援

農地集積加速化基盤整備事業費 1,059万円 神代地区パイプライン等整備費

観光宣伝費 114万円 誘客イベント参加旅費、ノベルティグッズ作成、デジタル広告

仙北市飲食店事業継続緊急支援金 △269万円 売上げ減少の市内飲食店を支援する事業（申請業者不足による減額）

雪寒地域建設機械整備費 △5,097万円 社会資本整備総合交付金事業費（交付金配分率確定による減額）

道路新設改良費 △1億3,032万円 社会資本整備総合交付金事業費（交付金配分率確定による減額）

冬期交通対策費 4憶5,738万円 冬期間における道路の除排雪関連費用

　９月定例会の産業建設常任委員会では、主に令和４年度一般会計補正予算や令和３年度一般会計歳入歳出
決算認定及び令和３年度の温泉・水道・下水道事業決算について審査されました。補正予算では、今冬期の
除雪関連経費が計上されました。

社会資本整備総合交付金事業費の
交付金配分率確定による減額補正

■令和３年度 公営企業会計決算を認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計名 事業名 収   入 支   出 収支差引額 企業債残高

公営
企業会計

温泉事業 45,025 49,329 -4,304 131,447

水道事業 472,867 579,907 -107,040 3,623,681

下水道事業 842,398 925,147 -82,749 5,922,781



仙北市議会だより15

人事案件（敬称略）
教育委員会委員
細川　伸也（46 歳）【再任】仙北市田沢湖小松字二枚橋 97- １
人権擁護委員
黒澤　福子（68 歳）【再任】仙北市角館町山谷川崎黒沢 149
千葉　悟見（68 歳）【再任】仙北市角館町薗田新田 86
田口　陽三（69 歳）【再任】仙北市田沢湖生保内字黒沢 197

令和３年度決算認定なる！

田
沢
湖
黒
沢
工
業
団
地
で
の
㈱
ハ
レ
タ
ス
田

沢
湖
の
事
業
再
開
に
つ
い
て

質
問　

令
和
３
年
度
の
企
業
誘
致
対
策
事
業

費
に
お
け
る
企
業
誘
致
活
動
の
内
容
と
黒
沢

工
業
団
地
で
の
事
業
を
延
期
し
て
い
る
㈱
ハ

レ
タ
ス
田
沢
湖
の
事
業
再
開
の
見
通
し
を
伺

う
。

答
弁　

東
京
に
あ
る
県
企
業
立
地
事
務
所
に

派
遣
の
市
職
員
が
、
都
内
の
企
業
を
新
規
に

46
社
訪
問
し
誘
致
に
努
力
し
て
い
る
。

　

㈱
ハ
レ
タ
ス
田
沢
湖
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
本
市
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
な
ど
４
者

で
事
業
再
開
に
向
け
て
の
協
議
を
継
続
し
て

い
る
が
、
水
耕
栽
培
野
菜
等
の
市
場
の
変
化

が
非
常
に
大
き
く
、
事
業
再
開
は
か
な
り
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

㈱
ハ
レ
タ
ス
田
沢
湖
の
事
業
は
、
水

耕
栽
培
に
限
ら
ず
他
業
種
の
事
業
展
開
も
協

議
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き
た
会
社
で
あ

り
、
様
々
な
可
能
性
を
協
議
し
雇
用
を
生
む

よ
う
な
事
業
と
し
た
い
。

角
館
町
の
内
川
橋
の
補
修
工
事
は
ど
う
な
る

質
問　

令
和
３
年
度
に
内
川
橋
の
補
修
詳
細

設
計
が
竣
工
し
、
今
年
度
は
、
交
通
量
調
査

を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
補
修
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
弁　

今
年
度
は
、
事
前
協
議
資
料
の
作
成

に
必
要
な
交
通
量
調
査
を
委
託
し
て
い
る
。

補
修
工
事
は
、
令
和
５
年
度
に
下
部
工
補
修

工
事
か
ら
始
ま
り
、
３
年
間
で
完
成
す
る
計

画
で
あ
る
。

　９月定例会では令和３年度の決算についても審査されました。各常任委員会での分科会審査を経て、予算
常任委員会と本会議において各決算が賛成多数で認定されました。

令和3年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ②
形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰り越す
べき財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 22,726,509,312 22,166,206,500 560,302,812 61,392,000
498,910,812

90,049,052
408,861,760

特別会計 8,387,904,237 8,178,484,259 209,419,978 0
209,419,978

-207,165,650
416,585,628

内　

訳

集中管理 4,181,623,271 4,181,623,271 0 0
0

0
0

国民健康保険
事業勘定 3,132,082,432 2,944,378,777 187,703,655 0

187,703,655
-182,313,065

370,016,720

国民健康保険
神代診療施設 91,711,613 91,680,237 31,376 0

31,376
-26,609

57,985

後期高齢者医療 337,262,491 337,160,841 101,650 0
101,650

-1,118,956
1,220,606

介護保険 455,607,115 455,527,022 80,093 0
80,093

42,068
38,025

生保内財産区 117,374,879 106,715,920 10,658,959 0
10,658,959

-15,690,998
26,349,957

田沢財産区 61,722,319 52,589,256 9,133,063 0
9,133,063

-9,003,777
18,136,840

雲沢財産区 10,520,117 8,808,935 1,711,182 0
1,711,182

945,687
765,495

総　計 31,114,413,549 30,344,690,759 769,722,790 61,392,000
708,330,790

-117,116,598
825,447,388

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算

予
算
委
員
会
の
質
疑
か
ら

小林幸悦議員 秋田県地方自治功労者表彰を受賞
角館町議会議員及び仙北市議会議員として、永年にわたり
地方自治の発展に寄与した功績を讃えられ、秋田県知事か
ら地方自治功労者として表彰されました。

　コロナ禍により中止していた「おでかけ市議会」を再
開いたします。
◆対象…市内在住又は在勤の方々で構成する 10 人以上
の団体やグループとさせていただきます
◆開催場所…ご希望の場所で開催します
◆テーマ選定…意見交換するテーマを決めていただきま
す（例：やりたいこと、人口減少、まちづくり、財政、
農林業振興、観光、企業誘致、病院、教育、クマ・イ
ノシシ対策、環境、福祉関係、議会など）
◆参加議員…選定されたテーマにより所管する委員会の
議員がおでかけして参加します
◆申込先… 仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

おでかけ市議会再開のお知らせ
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こ
の
度
も
仙
北
市
議
会
だ
よ
り
を

最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

定
例
会
開
会
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開

催
が
見
送
ら
れ
て
い
た
行
事
が
例
年

に
近
い
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

角
館
祭
り
の
山
行
事
、
田
沢
湖
マ

ラ
ソ
ン
、
秋
田
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ

ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
、
生
保
内
節
全
国
大

会
等
、
市
内
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
、嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
感
染
症
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
安
全
対
策
が
加
わ

り
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
市
内
外

の
方
か
ら
の
、
温
か
い
「
あ
り
が
と

う
」の
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
は
多
く
の
情

報
を
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
も
っ
と
皆
様
に
愛
さ
れ
る
議
会

だ
よ
り
に
で
き
る
よ
う
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
頂
戴
し
た
ご
意
見
を
今
後
の
紙

面
作
り
に
反
映
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

編
集
後
記

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
35
回
田
沢
湖
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
仙
北
市
内
の
部
で
第
１
位

に
輝
い
た
兜
森
輝
美
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

仙
北
市
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
大
会
に
入
賞
す
る
た
め
一
年
間
走
り
続

け
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー

ス
と
読
み
切
り
、
前
半
は
抑
え
て
走
り
、
湖
畔

に
入
っ
た
ら
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
作
戦
が
、

思
っ
た
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
ら
ず
、亀
に
な
っ

た
つ
も
り
で
完
走
を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。

途
中
リ
タ
イ
ア
す
る
人
が
多
く
、
自
分
も
ヘ
コ

タ
レ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
普
段
練
習
し
て

い
る
「
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

方
々
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
、
そ
し
て
一

年
間
頑
張
っ
た
証
を
出
す
た
め
、
か
あ
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
を
見
る
た
め
必
死
に
走
り
抜
き
ま
し
た
。

ホ
ン
ト
に
苦
し
く
辛
い
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
よ

く
や
っ
た
と
自
分
を
褒
め
た
い
気
分
で
し
た
。

こ
れ
も
、
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め
に
、
一
緒

に
練
習
し
て
い
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
間
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
主
な
大
会
は
。

　

第
１
回
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン(

仙
北
市
代

表)

、
第
10
回
台
湾
高
雄
国
際
マ
ラ
ソ
ン(

仙
北

市
派
遣)

、
長
年
苦
労
を
か
け
た
妻
の
慰
労
を

兼
ね
て
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
ま
し

た
。

小
・
中
・
高
で
は
野
球
部
、
社
会
人
に
な
り
野
球
、

ゴ
ル
フ
に
熱
中
し
た
そ
う
で
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　

ゴ
ル
フ
の
飛
距
離
を
伸
ば
そ
う
と
ジ
ム
に
通

い
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で

走
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
初
め
は
５
ｋ
ｍ

が
40
分
超
と
い
う
、
と
て
も
遅
い
タ
イ
ム
で
し

た
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

死
ぬ
ま
で
走
り
続
け
ま
す
。
毎
朝
一
時
間
程
、

湖
畔
や
田
沢
方
面
を
走
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

※
ナ
ン
ト
、
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
一
週
間
後

に
横
手
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン(

ハ
ー
フ)

に
参

加
し
て
、
年
代
別
第
２
位(

自
己
ベ
ス
ト
タ

イ
ム)

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
63
歳
に
し
て
進

化
を
続
け
る
田
沢
湖
の
鉄
人
「
カ
ブ
君
」
で

す
！

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
〔
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
部
門
〕

３
時
間
45
分
46
秒

年
代
別
４
位
（
仙
北
市
内 

第
１
位
）

い
き
い
き
広
場

田
沢
湖
生
保
内
字
下
滝
沢

兜
森 

輝
美 

さ
ん(

63
歳)

【田沢湖マラソンプロジェクトの面々】秋田県内唯一のフルマラ
ソン「田沢湖マラソン」のために県内各地から結集し、３月～９
月の毎月１～２回程湖畔で練習する集団。
中止になった昨年＆一昨年の９月第３日曜日も「自主大会」を開
催。３年ぶりの開催は、やっぱり燃えました！

スタート直後で
まだ声援に応える
余裕のあるカブ君

佐々木　将汰 さん ( 万六建設 )
　2018 年福井国体以来となる２冠を
達成することができ嬉しく思います。
日頃応援していただいている万六建
設の社長をはじめ社員の皆様の期待
に応えることができよかったです。
　来年の五輪選考に向けて、良い流
れのまま頑張っていきます。

三島　　廉 さん ( 万六建設 )
　秋田県代表として初めて出場し、優勝する
ことができてとてもうれしいです。これから
も、万六建設に応援・サポートして頂いてい
る分恩返しができるように頑張ります。
　来年のパリ五輪選考で勝つためにしっか
りトレーニングを積んでいきたいと思いま
す。

佐藤　彩乃 さん ( 県協会 )
スラローム成年女子カナディアンシングル

15 ゲートと 25 ゲートで準優勝！
　大会まで出来る限りの事をした結果が出
た試合だと思います。また、たくさんの方
からの応援が力になった大会でもありまし
た。この度も沢山の応援ありがとうござい
ました。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
後
、
一
線

を
退
い
て
い
る
が
、
仙
北
市
で
競
技
を

続
け
て
い
る
。
現
在
、
仙
北
市
を
拠
点

に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制
作
し
販
売
し
て

い
る
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

シ
ン
グ
ル
15
ゲ
ー
ト
と
25
ゲ
ー
ト
で
２

冠
達
成
！

２
０
２
４
年
の
パ
リ
五
輪
出
場
を
目
指

し
、
世
界
各
国
で
の
ワ
―
ル
ド
カ
ッ
プ

を
転
戦
し
て
い
る
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ

ル
15
ゲ
ー
ト
優
勝
！
25
ゲ
ー
ト
準
優
勝
！

大
学
生
の
時
、
佐
々
木
将
太
、
翼
兄
弟

を
懸
命
に
応
援
し
て
い
る
万
六
建
設
の

社
員
を
見
て
、
こ
こ
で
競
技
し
た
い
と

思
っ
た
。

とちぎ国体 カヌー競技
佐々木将汰 ( 万六建設 )・三島 廉 ( 万六建設 ) アベック優勝！佐藤彩乃準優勝！


